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１．自衛隊大規模接種センターについて（１／２）

概 要

○ 防衛省・自衛隊は令和3年5月24日から同年11月30日まで、新型コロナウイルス感染症対

策の決め手となるワクチンの接種を促進し感染拡大防止に寄与するため、東京都及び大阪府

にワクチン接種のための大規模接種センターを設置・運営

○ 自衛隊中央病院(東京都世田谷区)及び自衛隊阪神病院(兵庫県川西市)を中心とし、

対特殊武器衛生隊、中部方面衛生隊、各師旅団衛生隊、各方面衛生隊、自衛隊病院等及び

陸上自衛隊衛生学校並びに海上自衛隊、航空自衛隊及び防衛医科大学校の衛生要員など

全自衛隊により接種業務を遂行

特 徴

○ ワクチン接種に係る各種支援業務（会場設営・受付・誘導・案内等）を民間業者へ委託

医療行為全般については、医官や看護官等による組織的な活動が可能な唯一の国の組織である

防衛省・自衛隊と、民間の看護師が協力しながら、官民一体で接種を実施

○ オペレーションで得られた知見や教訓を積極的に発信・共有し、自治体等の集団接種や職域

接種の推進に貢献

自衛隊東京大規模接種センター
(大手町合同庁舎３号館：千代田区大手町1-3-3）

自衛隊大阪大規模接種センター
(大阪府立国際会議場：大阪市北区中之島5-3-51）
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１．自衛隊大規模接種センターについて（２／２）

自衛隊東京大規模接種センター 自衛隊大阪大規模接種センター

会場構造会場構造

１５階建ての建物のうち、1，2，３，4，7，10階を使用

接種体制

最大１０，０００回／日の接種能力を提供できる体制を構築

13階建ての建物のうち、1，3，5，6，10，12階を使用

接種体制

最大５，０００回／日の接種能力を提供できる体制を構築
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２．自衛隊大規模接種センター設置の経緯（１／２）

経 緯

○ 令和3年4月27日に総理指示発出

・ ワクチン接種は新型コロナウイルスの感染対策の決め手

・ 特に全国の高齢者の約４分の１が住む東京都、埼玉県、千葉県及び神奈川県におけるワクチン接種を強力に後押しするべ

く、医官や看護官等による組織的な活動が可能な唯一の国の組織である防衛省・自衛隊により大規模接種センターを運営

・ 人口が集中し感染拡大が顕著である大阪府を中心とする地域を対象として適切な支援を実施

・ 防衛省・自衛隊は、我が国の「最後の砦」であり、新型コロナウイルス感染症対策という国家の危機管理上重大な課題に

対して、その役割を十分に果たす。

○ 総理大臣指示を受けて同日発出された防衛大臣の指示を受け、自衛隊東京大規模接種センターの設置・運営準備及び大阪府

を中心とする地域を対象とする支援について検討を開始

センター
運営開始
までの
検討事項

【「大規模接種対策本部」の設置】

・ 副大臣を本部長とする「大規模接種対策本部」を設置し、全防衛省・自衛隊による運営体制を構築

【大臣命令の発出】（第１回大規模接種対策本部会議）

・ 自衛隊病院が果たすべき本来の任務の一つとしてワクチン接種を行う旨の一般命令を発出

【会場の選定】（第１回及び第２回大規模接種対策本部会議）

・ 東京は大手町合同庁舎３号館、大阪は大阪府立国際会議場（グランキューブ大阪）にそれぞれ会場を設置することを決定

【動線等会場設営の検討】

・ 自衛隊中央病院、自衛隊阪神病院、陸上幕僚監部運用支援・訓練部及び同衛生部を中心に、来場者の密を避けつつ可能な

限り多くの来場者に接種を行えるよう、会場の動線、レイアウト等の検討を実施

【接種体制／１日あたりの接種能力の検討】（第４回及び第５回大規模接種対策本部会議）

・ 東京及び大阪にそれぞれ派遣する自衛隊医官及び看護官等並びに民間看護師、現地調整やセンターの後方支援を実施する

自衛隊員の体制について決定

・ 東京センター 10,000回／日、大阪センター 5,000回／日の接種能力を構築することを決定

【予約受付方法の検討】（第４回大規模接種対策本部会議）

・ 予約の受付方法は専用ウェブサイト及びＬＩＮＥ（ライン）を使用することを決定

（※）第９回大規模接種対策本部会議決定により、6月12日から電話受付も追加で実施 5



２．自衛隊大規模接種センター設置の経緯（２／２）

設置後の
検討事項

○ 大規模接種センター運営開始後 接種体制の有効活用、国民へのワクチン接種のさらなる促進のための様々な検討を行い、

逐次改善を実施

予約枠／接種対象者の逐次見直し シャトルバスの運行

○ 予約をしながら当日来場しない者が一定数いることに鑑み、接種体制

を最大限活かすため、予約枠を一時的に拡大(6/2～6/13）

○ 予約の未達状況を分析し、開設当初に設けていた地域制限・年齢制限

を逐次解除、接種対象を拡大

【予約枠の見直し】

○ 64歳以下の国民に対する自治体からの接種券の配布が進んでいる状況

を踏まえ、さらに出来るだけ多くの方々にワクチンを接種するため、

2回目接種期間中に予約枠を拡大し1回目接種を受入れ(6/28～7/28)

【接種対象者の見直し】

東京：1都3県の65歳以上

大阪：2府1県の65歳以上

東京・大阪：全国の65歳以上

東京・大阪：全国の18歳以上

東京・大阪：全国の16歳以上

＜開設時＞

＜6/11～＞

＜6/17～＞

＜10/4～＞

人口が集中し感染拡大が顕著

である地域の高齢者に対する

ワクチン接種を促進するため

予約未達の状況が継続

より多くの高齢者の接種ニーズを

満たし、大規模接種センターの

接種能力を活用するため

予約未達の状況が継続

大規模接種センターの

接種能力を十分に活用するため

武田/モデルナ社製ワクチンの対

象年齢の引き下げ及び新規陽性者

に占める若年層の割合が高く、

若年層に対する接種拡大が必要 ホームページのトップに特設バーナーを設置 6

大規模接種会場はアクセスが容易な立地であるものの、さらなる

利便性向上のため、東京都及び大阪市が会場までの直通バスを運営

また、大阪センターでは市営バスに加え、防衛省としても直通バスの

路線を増やし、利便性をさらに強化

情報発信・広報の工夫

ＳＮＳを利用した広報

大阪センター正面玄関（防衛省役務バス）
※開設直後は対象地域を限定し段階的に拡大

ＨＰアクセス数累計
約６２,７００,０００回！！

※

※大規模接種センター特設ページ及び「新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた取組」へのアクセス数（11月9日時点）

利用者が容易に適切な情報にアクセスできるよう、省ホームページの

レイアウトやリンクを工夫

また、拡散力の高いＳＮＳを活用した広報・情報発信を実施



３．自衛隊大規模接種センターの活動状況（１／２）

自衛隊大規模接種センター 運営の特徴

自衛隊看護官と
民間看護師の打合せ

自衛隊看護官民間看護師

東京センター
フロアごと色別に動線を明示

大阪センター
一方通行の動線を構築

役務支援要員による受付

官民連携事業

動線の工夫

ワクチン管理

ワクチンロス・ゼロのための厳密な管理

急患対応救護所 7



３．自衛隊大規模接種センターの活動状況（２／２）

来場者の利便性確保
シャトルバスの運行(大阪）

シャトルバスの運行(東京）

最寄り駅の案内板表示（東京）

お礼・激励のメッセージ
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最寄り駅付近での案内（東京）

手話通訳者(役務)の配置



東京・大阪両センター 累計４５団体の研修を受入れ

東
京

計 ３２団体の研修を受入れ

大
阪

計 １３団体の研修を受入れ

＜研修受入実績＞

【自治体等：５団体】
新潟県、東京都福祉保健局、印西市健康増進課、柏市保健所、

渋谷区

【企業：２０団体】
伊藤忠商事(株)、(株)日本経済新聞社、サンアロイ工業(株)、

(株)ファンケル、国分グループ本社(株)、三井物産(株)、

出光興産(株)、富士電機(株)、ＳＭＣ(株)、東商ビル薬局、

(株)日立製作所日立健康管理センタ、三井住友信託銀行(株)、

日本精工(株)、日本アイ・ビー・エム健康保険組合、

東宝(株)、国際自動車(株)、小林製薬(株)、(株)インフィールド、

カートコーポレイトグループ、兼松エレクトロニクス(株)

【学校：２団体】
国士舘大学、明治大学

【その他(病院等)：５団体】
(公社)東京都診療放射線技師会、日本臨床衛生検査技師会、

(公社)東京都薬剤師会、(医)松英会(馬込中央診療所)、

日本医科大学千葉北総病院

＜研修受入実績＞

【自治体等：６団体】
大阪府健康医療部、兵庫県西宮市、大阪府警察本部、

大阪府吹田市、国土交通省近畿地方整備局、

厚生労働省近畿厚生局

【企業：３団体】
ダイキン工業株式会社、株式会社大阪城ホール、

株式会社阪急交通社

【学校：１団体】
国立大学法人大阪大学

【その他(病院等)：３団体】
地方独立行政法人市立医療センター、

医療法人社団 秀博会 マサキここちクリニック、

九州大学大学院医学研究院

４．自衛隊大規模接種センターの教訓・知見の発信・共有（１／２）

概

要

○ 国が設置した唯一の大規模接種センターであることや、国内最大規模の接種能力を保持する大規模接種会場として、設置・運営

をしていく中で得られた知見や教訓を共有すべく、様々な取組を実施

○ 東京・大阪両センターにおいて、大規模接種会場の設置を検討している自治体、職域接種を実施予定の企業や学校等の研修を受

入れ、動線の工夫やワクチン管理に係る知見等を共有

○ 防衛省ＨＰにおける資料の掲載やリーフレットの配布等により、両センターの現地に足を運べない方や一般国民に対して広く情

報共有を実施

※研修来訪日時順に記載 ※研修来訪日時順に記載

9



各種資料（手引き等）の発信・共有
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資料をご覧になりたい方はこちら
https://www.mod.go.jp/j/approach/defense/saigai/2020/covid/index.html

自衛隊大規模接種センターにおける取組の工夫や知

見等を広く共有するために作成

東京・大阪のそれぞれの特徴を対比しながら紹介

リーフレット：自衛隊大規模接種センターにおける取組について

（英語版）

または

運営マニュアル：

自衛隊大規模接種センター(東京及び大阪)運営に関する手引き

動線の設定や、予診～経過観察までの各工程に係る

詳細な運営マニュアル

４．自衛隊大規模接種センターの教訓・知見の発信・共有（２／２）

防衛省

防衛省ＨＰに特設サイトを設置

一般広報用資料の他、自衛隊中央病院による新型コロナウイルスワクチンの

医療従事者向けの各種分析資料も掲載

医療従事者向け情報発信：

自衛隊中央病院による武田/モデルナ社製ワクチンの副反応等に関する分析

東京大規模接種センターの接種業務を担う自衛隊中央病院により、東京センターにおい

て接種を受けた方を対象にワクチンの副反応等の調査・分析を行い、医療従事者向けに専

門的見地から知見を共有



自衛隊東京大規模接種センター 自衛隊大阪大規模接種センター

累計 １，３１８，１３８回 累計 ６４６，３０４回

東京・大阪合計で１,９６４,４４２回（11月30日時点）

（これまでの全国の総接種回数 の約１％）

【参考】令和3年5月24日時点の全国のワクチン接種率：約4％(1回目)、約1％(2回目)

令和３年５月２４日から同年１１月３０日までの１９１日間、一日も休むことなく運営を継続

総 括

○ 防衛省・自衛隊は、自衛隊創設以来初めての官民連携事業により、新型コロナウイルスワクチン
の接種を促進

○ 我が国の「最後の砦」として国民全体のワクチン接種の推進に大きく寄与

５．自衛隊大規模接種センターの活動成果

※1
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自衛隊東京大規模接種センター 自衛隊大阪大規模接種センター

累 計 延べ約１８０，０００人 累 計 延べ約９７，０００人

センター（接種隊含む） 延べ約３４，０００人 センター（接種隊含む） 延べ約１８，０００人

総合現地調整所 延べ約 ２，１００人 総合現地調整所 延べ約 ２，０００人

民間看護師 延べ約３８，０００人 民間看護師 延べ約２３，０００人

民間支援要員 延べ約１１０，０００人 民間支援要員 延べ約５４，０００人

東京・大阪合計で延べ約２８０，０００人

２．活動人員

３．接種回数

※令和3年11月30日時点

１．活動日数

４．成 果

※数値等は全て速報値のため、今後変更になる可能性があります。

※2

※ 自衛隊大規模接種センターの設置・運営にあたり、東京都・大阪府をはじめ官民合わせて様々な方に御理解・御協力を賜りました。

※1 出典:首相官邸ＨＰ 総接種回数197,266,161回(3.11.30までの接種回数)
※2 接種回数：政府CIOポータル(一般接種のみ)、人口：総務省「令和3年住民基本台帳年齢階層別人口(市区町村別)」



5/24 6/27 6/28 8/1 8/2 8/28 8/29 9/25 9/26 10/23 10/24 11/21 11/30

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

大
規
模
接
種

対
策
本
部
会
議

接

種

活

動

#7
5/31

予約枠上乗せ

#9
6/10
対象地域
全国へ拡大
/電話予約
開始
#10
6/15
6/17～
対象年齢
18歳以上へ

#11
6/24
1回目接種
枠拡大

#12
7/21
運営期間

9/25まで継続

#13
9/2

18~39歳優先枠設置
/運営期間11/30まで継続

#14
9/24
10/7~

対象年齢16歳以上へ
16~18歳特別予約枠設置

#16
10/22

センターの接種体制整理

#15
9/29
10/4~

16~18歳接種開始

接

種

対

象

接

種

枠

東京23区
/大阪市
65歳以上
(5/24～)

全国の
18歳以上
(6/17～)

全国の
16歳以上
(10/4～)

全国の
65歳以上
(6/11～)

12」

１回目接種
5/24～6/27【5週】

２回目接種
6/28～7/31【5週】

１回目接種
8/1～8/28【4週】

２回目接種
8/29～9/25【4週】

１回目接種
9/26～10/23【4週】

２回目接種
10/24～11/21【4週】予約枠上乗せ

6/2～6/13
東京+500/日 大阪+75/日

１回目接種(枠上乗せ)
6/28～7/28

東京+300/日 大阪+75/日

２回目接種(枠上乗せ分)
7/28～8/24

防衛省職域接種
(１回目接種のみ）

8/29～9/1

18~39歳優先接種枠
(１回目接種)

9/4～9/25

18~39歳優先接種枠
(２回目接種)
10/2～10/23

市町村の実施するワクチン接種を強力に後押しするため、

5/24から3か月間運営

センターでの1回目接種者に対し
2回目接種を実施するため

9/25頃まで継続

「10月から11月のできるだけ早い時期に希望する全ての方への
２回の接種を完了」という政府方針の達成のため

11/30まで継続

東京10,000
大阪 5,000
(5/31～)

東京10,500
大阪 5,075
(6/2～) 東京10,000

大阪 5,000
(6/14～)

東京10,300
大阪 5,075
(6/28～)

東京10,000
大阪 5,000
(7/29～)

予約数に応じて体制整理
(10/24～)

運
営
期
間

別 紙
参考：自衛隊大規模接種センターのあゆみ

危機管理要員(警察･消防･海保･防衛)
(１回目接種）※東京のみ

6/14～6/16

危機管理要員(警察･消防･海保･防衛)
(２回目接種)※東京のみ

7/5-8/5


